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研究内容
老化および感染のメカニズム、制御方法について研究
しています。腸や皮膚に常在する微生物叢は宿主の老
化や感染・炎症と深く関わりますが、私たちはこれま
でに、線虫C. elegansやマウスをモデル生物として、
常在微生物叢と宿主の相互作用のメカニズムの一端を
明らかにしてきました。微生物叢は老化や感染・炎症
を制御しうるツールとしても魅力的です。近年炎症性
腸疾患が増加していますが、私たちはその下痢原性が
クローズアップされることの多い大腸菌の中に、炎症
性サイトカインの誘導抑制活性を示す菌株群があるこ
とを見出しています。また、老化と密接に関わるミト
コンドリアにも着目して、ミトコンドリア活性をイ
メージングする方法や、ミトコンドリアを標的として
寿命を延伸する手法の開発にもチャレンジしています。

協力講座：大学院生命科学研究科 統合生命科学専攻 老化感染制御学分野（大学院生はこちらから！）
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研究項目
・老化を制御する手法の開発やメカニズム解明
・ミトコンドリアに着目したイメージング技術開発
・抗感染・宿主抵抗性向上に関する研究
・細菌による宿主炎症抑制のメカニズム解明
・常在微生物と宿主の相互作用に関する研究

入試情報はこちらをご覧ください https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/admission/
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